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広義のCAEとして現代のデジタルものづくりの全体像を知ることで、以降の講義で得られるCAEテクニッ
クのより深い理解と、広い視野での課題解決技術を得ます。

当たり前のようにQCDを高いレベルで求められる現代の製品開発の現場において、デジタルものづくり
技術は必要不可欠です。特に３次元CADとCAEはその根幹とも言える重要な役割を担っています。一方
で、このどちらもが導入に失敗したり、うまく使いこなせていないというケースが非常に多くあります。で
はなぜ多くの企業が導入に失敗するのでしょうか。
本講義では、３次元CADとCAEの関係を中心にデジタルものづくり全般について紹介しながら、一般的
なCAEの種類や分類について学びます。これを通して失敗しないみなさんなりのデジタルものづくりの
姿を一緒に考えましょう。
CAEで効果を出すためのコツや、手書き図面→２ＤCAD→３ＤCADの次の世代である４Ｄ(?)CADの
姿についても紹介します。

１．デジタルものづくりの概要
２．CAEの概要
３．設計者CAEと解析専任チームとは
４．シミュレーション技術開発とレシピ
５．最適化と３Ｄプリンター
６．画面もボタンもない次世代CAD
７．ディスカッション

１．CAEの基本的な考え方　
　　CAEの解析の流れ、注意点などを概説する。
２．材料力学･弾性力学の基礎の復習
　　CAEの解析結果をどのように評価すれば良いのか？を理解するために、
　　・応力･ひずみ
　　・フックの法則、材料定数
　　・モールの応力円、主応力
　　・降伏条件、ミーゼス応力、変形の開始
　　などについて、概説する。
３．有限要素法の理論の流れ
　　CAE内部にて、どのような計算を行っているのか？を理解するために、
　　・固定(拘束)条件、荷重条件
　　・要素分割
　　・剛性マトリックス
　　などについて、概説する。

デジタルものづくり概論

材料と固定と変形の開始
長岡工業高等専門学校　機械工学科　准教授 佐々木　徹
CAEの解析にて設定する材料定数、固定(拘束)条件などの意味と、解析結果の評価(変形の開始など)の
考え方について理解する。

デジプロ研　CAD/CAEコーディネーター 太田　明
対 象 者
受講期間
会　　場
申込期間

県内の機械関連企業で働く方で、3次元CADの操作ができ、解析技術を習得したい方
2024年10月   4日(金) から 2024年11月22日(金) まで
長岡工業高等専門学校
2024年   5月31日(金) から 2024年   6月28日(金) まで

7日(48.5時間)10名 35,000 円
テキスト代、消費税含む

CAEについて、「SOLIDWORKS Simulation」を使用し、実務で活用できるスキルの習得を目指します。CAEについて、「SOLIDWORKS Simulation」を使用し、実務で活用できるスキルの習得を目指します。

定　　員

¥
受  講  料

ＣＡＥコースＣＡＥコース

講　座／講　師 日　時 会　場時間数

カリキュラム

長岡工業
高等専門学校

デジタルものづくり概論

開講式

閉講式

デジプロ研　CAD/CAEコーディネーター
太田　明［講師］

材料と固定と変形の開始

長岡工業高等専門学校　機械工学科　准教授
佐々木　徹［講師］

CAEのためのCAD実習

㈱シーキューブ　技術サポート事業部

今井　哲哉
吉岡　大樹

［講師］

CAE（基礎）実習

㈱シーキューブ　技術サポート事業部

今井　哲哉
吉岡　大樹

［講師］

CAE（応用）実習

新潟県工業技術総合研究所　職員［講師］

10月  4日(金)

10月18日(金)
10月25日(金)
11月  8日(金)

11月15日(金)
11月22日(金)

11月22日(金)

10月11日(金)

10月  4日(金)

17:00～17:20

13:30～17:00

9:00～17:00

9:15～  9:30

9:30～12:30

9:00～17:00

9:00～17:00

3.5

7.0

21.0

14.0

3.0

受講日数
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04

05
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広義のCAEとして現代のデジタルものづくりの全体像を知ることで、以降の講義で得られるCAEテクニッ
クのより深い理解と、広い視野での課題解決技術を得ます。

当たり前のようにQCDを高いレベルで求められる現代の製品開発の現場において、デジタルものづくり
技術は必要不可欠です。特に３次元CADとCAEはその根幹とも言える重要な役割を担っています。一方
で、このどちらもが導入に失敗したり、うまく使いこなせていないというケースが非常に多くあります。で
はなぜ多くの企業が導入に失敗するのでしょうか。
本講義では、３次元CADとCAEの関係を中心にデジタルものづくり全般について紹介しながら、一般的
なCAEの種類や分類について学びます。これを通して失敗しないみなさんなりのデジタルものづくりの
姿を一緒に考えましょう。
CAEで効果を出すためのコツや、手書き図面→２ＤCAD→３ＤCADの次の世代である４Ｄ(?)CADの
姿についても紹介します。

１．デジタルものづくりの概要
２．CAEの概要
３．設計者CAEと解析専任チームとは
４．シミュレーション技術開発とレシピ
５．最適化と３Ｄプリンター
６．画面もボタンもない次世代CAD
７．ディスカッション

１．CAEの基本的な考え方　
　　CAEの解析の流れ、注意点などを概説する。
２．材料力学･弾性力学の基礎の復習
　　CAEの解析結果をどのように評価すれば良いのか？を理解するために、
　　・応力･ひずみ
　　・フックの法則、材料定数
　　・モールの応力円、主応力
　　・降伏条件、ミーゼス応力、変形の開始
　　などについて、概説する。
３．有限要素法の理論の流れ
　　CAE内部にて、どのような計算を行っているのか？を理解するために、
　　・固定(拘束)条件、荷重条件
　　・要素分割
　　・剛性マトリックス
　　などについて、概説する。

デジタルものづくり概論

材料と固定と変形の開始
長岡工業高等専門学校　機械工学科　准教授 佐々木　徹
CAEの解析にて設定する材料定数、固定(拘束)条件などの意味と、解析結果の評価(変形の開始など)の
考え方について理解する。

デジプロ研　CAD/CAEコーディネーター 太田　明
対 象 者
受講期間
会　　場
申込期間

県内の機械関連企業で働く方で、3次元CADの操作ができ、解析技術を習得したい方
2024年10月   4日(金) から 2024年11月22日(金) まで
長岡工業高等専門学校
2024年   5月31日(金) から 2024年   6月28日(金) まで

7日(48.5時間)10名 35,000 円
テキスト代、消費税含む

CAEについて、「SOLIDWORKS Simulation」を使用し、実務で活用できるスキルの習得を目指します。CAEについて、「SOLIDWORKS Simulation」を使用し、実務で活用できるスキルの習得を目指します。

定　　員

¥
受  講  料

ＣＡＥコースＣＡＥコース

講　座／講　師 日　時 会　場時間数

カリキュラム

長岡工業
高等専門学校

デジタルものづくり概論

開講式

閉講式

デジプロ研　CAD/CAEコーディネーター
太田　明［講師］

材料と固定と変形の開始

長岡工業高等専門学校　機械工学科　准教授
佐々木　徹［講師］

CAEのためのCAD実習

㈱シーキューブ　技術サポート事業部

今井　哲哉
吉岡　大樹

［講師］

CAE（基礎）実習

㈱シーキューブ　技術サポート事業部

今井　哲哉
吉岡　大樹

［講師］

CAE（応用）実習

新潟県工業技術総合研究所　職員［講師］

10月  4日(金)

10月18日(金)
10月25日(金)
11月  8日(金)

11月15日(金)
11月22日(金)

11月22日(金)

10月11日(金)

10月  4日(金)

17:00～17:20

13:30～17:00

9:00～17:00

9:15～  9:30

9:30～12:30

9:00～17:00
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CAEの実習をスムーズに行うために３次元CADの実践的な操作を学びます。

１．部品解析の準備
２．アセンブリ解析の準備
３．外部データの利用方法

㈱シーキューブ  技術サポート事業部 今井　哲哉　吉岡　大樹
現場の挙動を再現する境界条件の設定方法を習得し、単一モデルを対象とした高精度な強度解析ができるこ
とを目指します。

境界条件に関する各種コマンドの設定方法および適用例を学び、その意味と挙動を理解します。また、高
精度解析を目的とした要素分割の粗密制御方法について学びます。

１．変位境界に関するコマンドの設定方法
２．荷重境界に関するコマンドの設定方法
３．SOLIDWORKS Simulationにおける便利な機能
４．要素の粗密制御

CAEのためのCAD実習

CAE(基礎)実習
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05
新潟県工業技術総合研究所　職員

SOLIDWORKS Simulationで計算可能な解析分野について、その設定方法と結果の評価方法を学び、CAE
技術に関する幅広い知識を習得することを目指します。

SOLIDWORKS Simulationで計算可能な解析分野について、その設定方法と結果の評価方法を学びま
す。

１．アセンブリモデルを用いた構造解析
２．伝熱解析（定常伝熱解析、過渡伝熱解析、伝熱－構造連成解析）
３．動解析（モーダル解析、周波数応答解析、時刻歴応答解析）
４．最適化解析（トポロジー最適化、パラメトリックスタディ）

CAE(応用)実習

㈱シーキューブ  技術サポート事業部 今井　哲哉　吉岡　大樹
３次元CAD「SOLIDWORKS｣の実践的な操作方法を習得し、３次元CADデータを用いて｢SOLIDWORKS 
Simulation｣で解析できることを目指します。

材料講座材料講座

対 象 者
受 講 日
会　　場
申込期間

県内の機械関連企業で働く開発および設計の技術者 
2024年  6月20日(木)・ 6月27日(木)
NICOテクノプラザ
2024年  4月  5日(金) から 2024年  4月26日(金) まで

専門Ⅰ＜開発設計＞コースの中から材料に関する講座を受講できます。
設計部門の技術者向けに、開発設計において必要となる材料に関する知識の習得を目指します。
専門Ⅰ＜開発設計＞コースの中から材料に関する講座を受講できます。
設計部門の技術者向けに、開発設計において必要となる材料に関する知識の習得を目指します。

受講日数

2日(10時間)10名 20,000 円
テキスト代、消費税含む定　　員

¥
受  講  料

講　座／講　師 日　時 会　場時間数

カリキュラム

NICO
テクノプラザ

修了証書配布

非鉄金属材料 －各材料の特徴と材料選択－

長岡技術科学大学　学長付　特任准教授
平賀　仁［講師］

鋼の表面改質 －現場から－

長岡電子㈱　取締役
細貝　和史［講師］

※各講座の概要については、専門Ⅰ＜開発設計＞コース（10～12ページ）を参照

6月27日(木)

6月20日(木)

6月27日(木)

16:00～16:10

13:30～16:00

13:30～16:00

9:30～12:00

9:30～12:00

2.5

2.5

2.5

2.5
鉄鋼材料 －基礎から応用まで－

長岡技術科学大学　機械創造工学専攻　教授
南口　誠［講師］
な　ん　こ　う

01

02

03

04 材料トラブル事例から学ぶ対処方法

(公財)にいがた産業創造機構　テクノプラザ 　シニアエキスパート
斎藤　雄治［講師］
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